
モラルに基づく情報機器の活用 

～GIGA スクール構想 6 年生のタブレット貸与はじまる～ 

校 長   

1 月は記録的な豪雪でしたが、２月に入り少し落ち着いてきたようです。立春が過ぎ、

少しずつ温かな日が増えてきました。保護者地域の皆様には、豪雪の中、子どもたちの安

全な登下校に関して多くのご協力をいただき感謝申し上げます。 

さて、ＧＩＧＡスクール構想についてですが、令和元年１２月に閣議決定された「児童

１人１台端末整備」が今月から始まりました。まず、６年生全員に端末機（iPad）が貸与

され、保護者と宣誓書を交わすことで、家庭でも学習のために端末機が使えるようになり

ました。今後、３年生以上にも順次貸与される予定です。 

ＧＩＧＡスクール構想とは、「１人１台端末と、高速大容量の通信ネットワークを一体

的に整備することで、特別な支援を必要とする子どもを含め、多様な子どもたちを誰一人

取り残すことなく、公正に個別最適化され、資質・能力が一層確実に育成できる教育環境

を実現する。（文部科学省リーフレットより）」とされています。実際には、授業の中で文章作成やプレ

ゼン、調べ学習に活用されたり、家庭でのドリル学習等に用いられたりします。 

ＧＩＧＡスクール構想の背景には、日本の学校が世界に比べ情報機器の活用が進んでい

ないこと、家庭において学習のために情報機器を

あまり活用していないこと等があります。そし

て、情報機器の活用の遅れは、コロナ禍の休校中

に一層明らかになってきましたが、この度の端末

機の貸与が始まったことで、教育の情報化は加速

することと思います。 

一方で、情報機器の活用推進は、様々な課題を

抱えています。その一例が、ゲーム依存症や情報

モラルの問題です。学校では、先月上教大の島津

浩次様を講師に「健康とメディアの関わり方」と

いうテーマで４～６年生を対象に講演を催すな

ど、機会をとらえて指導します。しかし、家庭で

の情報機器の活用については、学校と家庭が同一

歩調で子どもたちを導いていかなくてはなりま

せん。各家庭におかれましては、子どもたちと情

報機器の使い方ついてきまりを話し合い、適切な

活用に導いていくようお願い申し上げます。 
情報機器活用のきまりの例 

〇ゲームは一日 30 分以内 〇居間など、必ずお家の人がい
る部屋で使う。 
〇フィルタリングをかけ、ゲーム、動画、情報等は年齢制限に従う。 
（参考：フォートナイトは 15 歳以上が対象です） 

〇お金のかかるサイトは利用しない。  等 

  

ＷＥ ＬＯＶＥ 北鯖石 はばたこう未来へ！  
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6 年生全員に iPad が貸与されました。 



＊学校の教育活動の様子、子どもたちが
頑張っている姿等を紹介します。  

第１学年 年長さんとの交流  第１・２学年 雪遊び 

 

 

 

 

 

 

 

第３・４学年 スケート教室  第 4 学年 命の授業 

 

 

 

 

 

 

全校 北星朝会     全校 なわとび記録会  

 

 

 

 

 

主な予定 

学校のホームページが随時更新されています。ご覧ください。https://www.kenet.ed.jp/kitasaba/ 

月／日 予  定  等 月／日 予  定  等 

２／２５ 
３／ ２ 
３／ ４ 

北星祭り（卒業進級を祝う会） 
委員会引継ぎ式 
地区児童会 

３／２２ 
３／２３ 
３／２４ 
３／２６ 

給食最終日 
後期終業式 
卒業証書授与式 
離任式 

北鯖石小 ＮＯＷ 

２/１０ アクアパークでスケート教室を行いま
した。インストラクターの方から丁寧に教えてい
ただきました。 

 

２/５ 冬場の体力作りとして取り組んできた
なわとびの記録会を行いました。会の進行は、
６年生が中心となり、審判等を務めました。 

２/４ 助産師の石黒直美さんから、赤ちゃんの
誕生について学びました。赤ちゃんの人形を抱
っこするなど、体験的に学びました。 

２/９ 高柳ガルルスキー場で雪遊びをしました。
雪でお城を作ったり、まとあてゲームをしたりし
ました。 

２/４ ２回目の移行学級で、１年生と来年度入
学予定児童との交流会がありました。お店屋さ
んごっこなどをして遊びました。  

２/１６ 児童朝会で玉入れの練習をしました。
会の進行は５年生が行いました。児童会活動の中
心は６年生から５年生へ引き継がれます。 


